
オスプレイ訓練「激
化」

 伊江島村議が現状報告

伊江島の航空写真を手に現状を説明する名嘉實議員＝１日、伊江村東江前の財団法人わびあいの里

【伊江】伊江村東江前の財団法人わびあいの里（山内徳信理事長）は１日、同施設内で「伊江島を巡る」と題し、同

村の現状と歴史を知り、教育や文化を真剣に考える勉強会を開いた。村議会議員の名嘉實氏を講師に招き、オス

プレイ配備から１年たった伊江島の現状を学んだ。

　名嘉氏は、冒頭に米海兵隊の垂直離着陸輸送機ＭＶ２２オスプレイが配備された２０１２年１０月から、ことしの１０

月末までの米軍伊江島補助飛行場での離着陸飛行訓練回数資料（同村役場提供）を提示。その中で、飛行場内に

６カ所の新着陸帯が完成したとされる１０月には、日中と夜間の訓練回数が計３６０回確認され、訓練が激化している

ことを強調した。その他、周辺住民の粉じん被害、低周波による騒音被害などが説明された。

　同村真謝区在住の平安山良尚さんは、１０月３０日と３１日の飛来時には、機体が隠れるほどの粉じんを巻き上げ

た実情や、県内に全２４機が追加配備された後の夜間訓練時には３機が同時に飛来し、１機は飛行ランプを灯火し

ていたが、２機は無灯火だったことなど、地元住民が確認した情報も伝えた。

　勉強会を企画した謝花悦子専務理事（７５）は「勉強しないと何も分からない。実態を教えてもらい、学習を重ねて

情報を発信したい」と話した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中川廣江通信員）
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